
ユー･肝説fT料の整札 故ff機邪の活用等により,

釆山者の多様化した巾で,それぞれの目的に即し

たユニークな野外博物館活動を推進しつつあり,

その効果を期待している｡

猿容が生じる要田の分析 一木曽研究林の例一

田巾 進 (マカク研究会)

課 題 2

ニホンザJL･の群れの遊動時における群れ内の個

体間関係

陸 荷(災京E笠工大･113)

(1)ニホンザルの耶れの移動が群れ内のどのよう

な個体問関係に支えられて起こるかを,鎌田移動
時の個体の行動の観察,記録とその分析により明

らかにすることを試みた｡(2) 集団移動時のリー

ダーの有鈍及びリーダーシップをとる行動の再吟

味を試みた結果,リーダーの存在を行動上のffi矢

から正接立証することは不可能であることがわか

った｡さらに従来リーダー･フォロワー関係と見

なされてきた先行･追随の交渉は,すべて追随側

の追随行動によって生じることがわかった｡また

優位のおとなオスの周囲にメスやこどもが多数雄
まる現象は群れ円の諸団体の緊張が詰まるJ:うな

状況下に限り,これは個体の他団体への長彰甥の強

弱一般の問題でありt)-ダーシップの関越ではな

い｡日常の平静な状況下では群れ内の個体は分散

し,おとなメス同士,おとなメスとこども,こど

も同士がまとまって相互に追随しあいながら移動

する｡特に3,4歳オスは行動抱囲が広く,おとな

メスや他のこどもに追随したり群れの周辺で集団

の動きに追随することがあろなどその時々の状況

に応じて移動のし万も多様であった｡(3) 先行･

追随交渉の基本的パターンは,((a))他個体が効き

出すとそれに追随する,((b))通りすぎる他桐肘 こ

追随する,((C))前後して交互に追随しあう,の_171_

純明瞭な3種類以外にはなく,これはt作れ円のど

の個体も関与するきわめて一般的な交渉であっTL

それが複雑多様な社会的場及び文脈上にLijji関する

時に校雑で多様な様相を望した｡(4).先行･追随

に伴なって他胴体の動きを日で追う,辺りを見回
す,遠くをTIt親するなどの周田の他個体の動静に

江,TQf.を向ける行動が硯黙された｡(5) 他m肘 こ追

払する行動似内一般はT作れの移動時に限らず遊動

巾の様々な交渉切面でみられ,5'C.なる行動和尺別こ

屈すろ先行･iG随が鎌田移動のきっかけになるこ

ともあった｡ このことは班m移動の川--(-を明らか

にするには他の5'連なる行動伯鴫に周する先行･追

随も雉一団移動時の先行･追馳に関わるpff;･行動と比

較 ･検討をし統一的に珊解する必要があることを

示している｡

志斑AI.A2.82.C群の戸指簿作り

7im 英士 (地獄谷野猿公苑 )

志田前原のはlt,Fly-川流域に生息するニホンザル4

酢のうち,今年度は主に ,B2群とC酢の個体カー

ドの作成を目的とした｡

B2群は近年食害を起こしており,食告防止の

ため,威かく,追い上げ作美を行っている｡威か

くの効果が出て来ただけ,サルは人を見ると逃げ

るようになってきている｡木調充においても,描

雪防止の方を優先させたので,放頭のオスの個体

識別ができただけで,以前から偶作識別してある

オトナメスのTf否や山蕗ミ引こついては椛詔ができ

なかった｡

C群については大部分の胴体の旧作カードを作

成した｡

かつてはだ,rlJ川流域の各即にいたことのある個休

識別されたオスについても偶作カードを作成し,

各オスがいつどの耶れにいたか,記録ぎ詫即した｡
作成したカードは約400枚である｡

抹 屈 3

ヤクニホンザルの自然群における食をめぐる群

内競争の社会生態学的研究

丸橋珠樹･大井 徹(京大 ･詔長研)

昨年度の共同利用研究では,屋久島国別岳西斜

面の照葉樹林に互いに遊動城を隣接して生息する

アルク群と本山A群との問には,企物メニューや
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活動叫問割合に大きな群間変異があることを報告

し,遊動城内の森林構造の差異と群れの森林利用

形態の差光をその要因として指摘した｡

1983咋7月に本山A群は2群に分裂し,はば1

咋後の84年5月でも2群の遊動域の分離はほとん

どiiEまず,互いに同じ遊動域を遊動していた｡咋

坤と同じ柴食を中心とする5月期のそれぞれの群

れの採企植物柾は23軌 28極であった｡両群に共

通するのは17位であった｡スキャニング法による

探企柑Iil割合も加味した食物桂上位10種について
の兆姐JiEはGlO/Oであった｡また活動時間のなかで

採食の占める削合はそれぞれ21%と同じであった｡

ちなみに,咋坪の同時期の分裂前の本山A群では,

採企時間別合は290/Oであった｡

LiflLS】の変災を正しくとらえるためには,郡内の

l川肘L糊にみられる食物選択の実態を明らかにせね

ばならない｡アルクがにおいて,2個体同時連続

追跡を行った｡同家系円のメス2頭,実家系問の

メス2政を組み合わせとして選び,個体間の距離,

採食拙,Jia辺個帆 音声のなきかわしなど群れ内

のJJJ他の状況を具体的に調査した｡家系円の個休
rLiJLl朗性は,家系間よりも小さい｡道路沿いの調査

区rJLほれがどのように通過してゆくかを定点観測

すると,家系碇団のまとまりをゆるやかに保ちな

がら次々にあらわれては採食していたが.家系焦

LjlMの探企活動の同和性はさほど高くはなかっTL

同家系円の個体間にみられる食物選択の変異の巾

よりも,知'#系闇の個体のほうがより変異の巾が

せまいような印象が得られた｡

このJ:うな珊瑚や個体間にみられる食をめぐる

変グ紬;,食物選択の大巾な自由のなかで生ずるも

のなのか,あるいは,群れ円の個体間干渉や群れ

の採企活軸の伝統的な差ダ引こよるためなのかを結

論づけるには,今後もより詳しい調査研究が必要

である｡

上部域にすむヤクザルの生態学的研究

好好亮一(髄谷大 ･経営 )･大竹 勝(日

本モンキーセンター)･増井遥-(京大 ･

理)･黒木一男(泰星高 )

課 題 4 (本年度は延期)

課 題 5

チンパンジーの自己認知の研究

北原 隆 ･安枝三哲(上智大 ･理工)

霊長類における鏡像の自己認知および自己志誠

については,次に述べるいくつかの対立する見解

が出されている｡①規人垣には人間の自己志詔に

相当する能力があり,サル頬には認められない

(Gallup,1970)｡②オペラント学習によって

自己の鏡像に対する反応がハトにも可能であり,

tt自己意識"をもち出す必要はない(Epstein,

他,1981)｡⑧自己鏡像の反応にみられる類人垣

とサル頬とのちがいは,複合感覚統合能力のちが

いで説明できる(室伏,1978)｡

本実験は,チンパンジーとマントヒヒを用いて

⑧の仮説を実験的にたしかめることにある｡チン

パンジーでは,オトナメス2頭とアカンボウ2頭

の疑団を,マントヒヒでは2頭のペアを対象に,

マジックミラーの装置を用いて,ビデオおよび直

接観察による行動の記録･分析を行った｡実験は

2月2D日～3月6日,および4月1日～4月10EI

の延17日間行い,次の結果がえられた｡

チンパンジーでは,鏡提示直後にみられる社会

的反応の頻度は,ギャロップの結果より梅岩削こ少

なかった｡さらに,自己鏡像に向けられる反応が

成立する前に,手や足,祝などの体の一部分をく

り返し動かすだけの社会的意味不明の反応とその

さいの手や体の動きに視線を袋申させる興味深い

反応がみられたoまた,チンパンジーのアカンボ

ウおよびマントヒヒにおいては,社会的反応のみ

で,自己鏡像に向けられる反応は認められなかっ

た｡そして,これらの個体では,チンパンジーの

オトナの場合と異なり,自己鏡像に対して視線を

しばらく固定する,あるいは次々と視線を移動さ

すことが認められなかった｡

以上の結果は,不十分ながら(童如)仮説をうらず

けるものといえよう｡今後は,視線の使い方の定

員化と共に,チンパンジーの社会的発達との関連

を考えてみたい｡
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